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横田基地公害訴訟第 6 回弁論 

　本日は，私たち・原告側は 10 月 22 日の追加提訴の
確認と，原告の皆さんに作っていただいた陳述書（被
害の訴え）の完成部分の提出だけとなります。
　ところで，被告国側は，準備書面を２つ出してきて
おり，その内容を表す目次は以下の通りです。
【準備書面６】
第 1　はじめに
第 2　飛行騒音と地上騒音
　1 　飛行騒音
　2 　地上騒音
第 3 　本件飛行場における航空機騒音の軽減措置とし
　ての取組
第 4　 本件飛行場における地上騒音

　1　 原告らの主張
　2　 原告らの主張は、本件飛行場における地上騒音
　　を過大視した実態に沿わない主張であること
　　(1) 原告らは本件飛行場から発生する地上音による
　　　侵害について何ら立証していないこと
　　(2) 本件飛行場における地上騒音が原告らに与える
　　　影響は大きいものとはいえないこと
　　　ア　本件飛行場において発生する地上騒音
　　　イ　本件飛行場における各施設の位置関係に照
　　　　らせば、本件飛行場から発生すると考えられ
　　　　る地上騒音が周辺住民に与える影響は大きく
　　　　ないこと
　　　ウ　本件飛行場周辺における航空機騒音として

10/22 追加提訴（第 3次 50名）の
確認と陳述書の提出

① 13時 15 分：事前集会
　　東京地裁立川支部前
② 13 時 40 分：地裁建物に入場（1階で荷
　　物検査があります。）～エレベーターに
　　乗って 4階へ
③ 13 時 50 分：４階 404 号法廷に入廷
　　携帯電話の電源は切るかマナーモード

原告団ニュース号外 24-04　①

裁判内容は…

本日の行動予定
　　にしてください。
　※裁判所から事前に渡された傍聴券約 20
　　枚を配布しますが，足りない場合でも
　　法廷には入れますのでご安心ください。
④ 14時 00 分：弁論（15分程度か？）
⑤退廷後～報告集会（裁判所前）～解散

　今回は原告側で準備書面が作成できず、追加提訴と陳

述書の証拠提出のみとなります。



　　　　の地上騒音の計測結果は小さいこと
　　　エ　一般的に航空機の運航に伴う地上騒音が騒
　　　　音暴露量に与える影響は小さいこと
　3　 横田基地 9・12 次訴訟においても、地上騒音に
　　よる侵害は認められていないこと

※国側は，原告が主張する航空機の飛行以外の騒音に
ついて，それを立証するに足る客観的な証拠が提出さ
れていないことを主張している。以下，その主張は…
　日米合同委員会合意で合意された「横田飛行場騒音

規制」の「飛行騒音及び地上騒音が周辺地域に与える

影響を軽減するための取り決め」について，防衛省は

米軍に，これを遵守するように働きかけ，米軍もでき

る限り軽減するように努力している。

　オスプレイのホバリング訓練については，令和４年

２月に，北関東防衛局が米軍に対し「近隣住民に対す

る影響を最小限に抑えるため，原則として，当該訓練

を…南側ヘリパッドで行い，北側ヘリパッドでは行わ

ないといった抜本的な措置を講じるよう要請するなど，

数次にわたり，配慮要請を米軍に対し行ってきた」。

　基地周辺は自動車交通騒音の影響，暗騒音もあり，

横田基地に起因する地上音とは区別することは容易で

はない。仮に原告らが何らかの地上騒音によって深刻

な被害を受けていることが明らかになったとしても，

それが横田基地から発生した地上騒音に起因するもの

か否かは不明である。

　原告が主張するタクシーイング音，エンジン調整音，

アイドリング音，ホバリング音などは周辺住民に深刻

な被害を与えるようなものとは認められない。また，

これらの地上音の発生箇所は，基地中央部であり，仮

に被害があったとしても，その被害範囲は，基地に近

接したごく限られた地域のみであると考えられる。

　平成 15 年９月・11 月と平成 16 年 2 月に実施した騒

音度調査によると，地上騒音が観測された地点は 52 箇

所中 10 箇所のみであり，さらに，70dB 以上の地上音

が観測された地点は 3箇所のみであった。

　（以下略）

編注）オスプレイ配備後の地上音について，国側の主
張は，現場を全く知らない机上の空論を展開している
が，オスプレイを中心とした地上音の被害を立証する
には，私たちとしてできることは，具体的な専門家を
使った観測や原告の被害の主張していくしかないと言
えます。当面，私たちにできることを積み重ねていき
ましょう。被害の主張は，陳述書を追加することも可
能です。
【準備書面７】
第 1 　航空機による排気ガスや娠動の発生は、違法な
　　権利侵害とはなりえないこと
　1　 航空機の排気ガスについて
　2　 航空機通過に伴う振動について
第 2　 航空機の安全性について
　1　 航空機事故の危険性は抽象的であること
　2　 本件飛行場の安全対策は十分にとられているこ
　　と
　3　 移転補償等の措置により買い入れた土地が、結
　　果として本件飛行場周辺の安全性確保に役立って
　　いること

（内容紹介は省略します）

②　原告団ニュース号外 24-04

オスプレイ被害についてのハガキアン
ケート (24 年 3月実施）結果＝中間報告
　本年３月に実施した航空機騒音問題アンケートの中
間報告がまとまりました。この結果をどう分析するか
については，今後の課題となりますが，とりあえず報
告します。
　アンケートの内容は以下の通りでした。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　横田基地公害訴訟原告の皆さんへ
　オスプレイ飛行停止期間（昨年 11/30 ～）の軍用機
騒音問題アンケートにご協力下さい。
　集計し裁判資料として提出を考えています。
　提起：横田基地公害訴訟原告団役員会
Ｑ１　飛行停止期間における騒音の状況（○で囲む）
【多く軽減した、少し軽減した、変わらなかった】
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２　生活に変化がありましたか？（○で囲む）
【よく眠れた、睡眠の妨害が減った、耳鳴りが減った、
家屋の振動が減った、電話やＴＶ視聴の支障が減った、
イライラが減った、特に変わらなかった】
その他（自由記入）
Ｑ３　飛行再開に関して政府や原告団に対する要望・
意見その他、何かありましたらお書き下さい。
★記入者のお名前（　　　　　　　　　　　）
★ご住所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
◇実施対象：第１次・２次訴訟原告各世帯
◇回答数：69 世帯（132 世帯中）　回答率 52.3％



Q1　飛行停止期間における騒音状況
瑞穂町

（17 人）

昭島市

　（24 人）

立川市

　（７人）

八王子市

　（７人）

日野市　

（10 人）

その他　

（4 人）

合計　

　（69 人）

　多く軽減した 8 9 1 2 1 2 23

　少し軽減した 6 10 4 4 7 2 33

　変わらなかった 2 5 2 1 2 12

　無記入 1 1

Q2　生活に変化がありましたか。（一部複数記入）
瑞穂町 昭島市 立川市 八王子市 日野市 その他 合計 備考

よく眠れた 3 1 4

睡眠妨害が減った 5 2 2 2 3 1 15

耳鳴りが減った 1 1 1 3

家屋振動が減った 5 10 3 2 4 2 26 ※１　　80 ～

85W の方に多い電話や TV 視聴支障が減った 5 6 2 2 3 18

イライラが減った 5 10 1 3 1 20

特に変わらず 3 6 2 2 1 14

回答　85W　　5 人 5 3 8

　　　80W　　9 人 9 11 2 2 24

　　　75W　　2 人 2 9 4 5 9 29

　　　75 外 1 1 1 4 7

名前無記入　　1 人 1 1

◇回答の特徴　※１　
　「家屋の振動が減った」と回答した原告は、80 ～ 85W コンター居住者の 70.8％（17/24 人）に及ぶ。総数は 26/69 人。
　「電話や TV 視聴の支障が減った」と回答した原告は、80 ～ 85W コンター居住者の 41.7％（10/24 人）に及ぶ。総数は 19/69 人。
Q3　飛行再開に関しての要望・意見（一部文章要約）　
1 基地そのものを反対する 20 オスプレイ以外のヘリ騒音も気になります！！

2 早朝深夜の飛行を停止。練習飛行の連続飛行の停止 21 基地の近くに住んでいることを忘れる日もあった

3 子供達、赤ちゃん等は大変です。防音工事拡大 22 夜中だけでも停止を？

4 再開と聞いて非常にがっかりした。 23 夜の飛行をやめてほしい

5 再開すると、家の中に地震がきたようになる。 24 夕食前後が穏やかに過ごせ、ストレスが軽減した。

6 こんな危険な物を今すぐ中止してほしいです。 25 住宅地、学校、病院上空での低空飛行禁止遵守を政府は訴えるべき

7 オスプレイに代わり大型ヘリが飛行増えている。 26 航空法違反の低空飛行のため家屋の振動がすごい

8 墜落する不安はないか 27 せめて住宅密集地上空での旋回訓練は危険なのでやめてほしい　2

9 オスプレイは特にうるさいので全面停止 28 夜間だけでも軽減し、騒音から解放されたい

10 低空飛行を禁止してほしい 29 オスプレイは家が揺れて怖いので飛んでほしくない

11 静かになった、再開反対 30 21：00 以降の飛行が増えている様です。

12 危険性もあり、飛行停止を望む 31 墜落の恐怖心が軽減した。

13 事故防止に万全を期してほしい 32 周辺住民にきちんと説明し納得してから再開してほしい

14 再開されても信用できない。事故の危険がある。 33 21 ～ 22 時の騒音が減り、継続音がなくなりストレス減少

15 重大事故確率の低下まで住宅地の飛行を控えて欲しい 34 家屋の振動するほどのことは少なくなった気がする。

16 墜落等の不安があるので停止により不安が緩和した 35 C130 の飛行が東側で減った。静かな日も多かった。

17 神経を逆なでするところがある、低周波なのか… 36 騒音が減り、安心感が得られた。

18 住宅街の上での飛行訓練をやめてほしい 37 原因究明と説明を、アメリカの説明内容の公表を

19 安全性の確保がなく不安と恐怖！！
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　去る 11 月 20 日，第五次厚木基地爆音訴訟の地裁判
決が出ました。
　結果は，概略以下の通りですが，焦点だった艦載機
部隊の岩国基地移駐後（2018 年 4 月～）騒音評価を
めぐっては，原告側の主張は認められず，防衛省が新
たに引いたコンターが採用されました。
　なお，飛行差し止めや将来請求も認められませんで
したが，損害賠償額は従来よりアップされました。
　以下，賠償額は月額
　　75W　  5,000 円，80W　10,000 円
　　85W　15,000 円，90W　20,000 円

　　95W　25,000 円
　なお，防音工事減額は，外郭防音工事施行後は一律
20％だったものの，その他は一律 10％でした。
　ちなみに，横田の前訴訟では，
　　75W　  4,000 円，80W　8,000 円
　　85W　12,000 円（それ以上の地域なし）
　　で，防音工事減額は，一律 10％でした。

　なお，以下は，11 月 25 日に掲載された朝日新聞の
社説です。

第五次厚木基地爆音訴訟・地裁判決

④　原告団ニュース号外 24-03


